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校 長  島   恵 司  

 
 新学期がスタートして約３週間がたち、すっかり春らしくなってきました。 
春は、雪解けとともに子どもたちの活動範囲が一気に広がる季節です。登下校はもちろんのこと、外遊

びや自転車使用の機会が増える一方で、交通事故や不審者事案、自然災害など、子どもたちの周りにはさ
まざまな危険が潜んでいることも事実です。 
本校では、子どもたちが安全・安心な毎日を過ごすことができるよう「命を大切にする」「自分で自分

の身を守る」などの『危険回避能力（自らの危険を予測し、回避する力）』を育むことを大切にしていま
す。これからの時代を生きる子どもたちには、さまざまな場面で危険を予測し、「危ないからやめよう」
ではなく、「どうすれば安全か」を『自分で考える・行動する』ことが重要となります。そのため、日々
の生活や学習の中で、「気づく」「考える」「行動する」という力を確実につけさせたいと考えています。 
４月当初、「春の全国交通安全運動」が展開され、ＰＴＡ厚生部の皆様にも協力いただき、登校時の交通

安全指導や下校時のバス乗車指導等を行いました。また、先日（２２日）には、月形駐在所と交通安全指
導員、町担当課職員の協力のもと、交通安全の指導を充実させるべく『交通安全青空教室』を開催したと
ころです。 
過日発表された北海道警察のまとめによると、昨年１年間の交通事故発生件数は８４７５件、負傷者数

は９８２７人（内、小学生２４６人）であったとのことです。小学生は「歩行中の事故」、中高生は「自転
車乗車中の事故」の割合が多く、その多くに飛び出しや信号無視等の法令違反があったことも示されまし
た。また、事故の発生は、４～６月の登下校時、特に小学校低学年に多いことが明らかとなっています。 
子どもの視野は、大人と比べて６０％ほどしかないため、興味あるものや知っている人を見かけた子ど

もがいきなり道路に飛び出す危険性があると言われています。 
危険回避能力は、一度教えればすぐに身につくものではありません。 繰り返しの声かけや実際の場面で

の体験、ご家庭と学校との連携があってこそ育まれるものと考えます。ついては、ご家庭でも、お子さん
と一緒に登下校の様子を振り返ったり、自転車の乗り方について話し合ったりする機会を設けていただけ
ると、より理解が深まります。ご家庭と学校とが同じスタンスで指導・見守ることにより、子どもたちの
安全意識はより高まっていきます。 
子どもたちの安全を守ることは、学校だけでは成し得ることはできません。学校・家庭・地域が一体と

なり、子どもたちが安心して学び、成長できる環境をつくっていくことが何よりも大切となります。今後
とも、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

No.２ 

４月２７日 

 日号 【教育目標】 
・ 考えて行動する子 
・ 進んで学習する子 
・ 仲良く助け合う子 

令和８年度 

月形町立月形小学校便り 

輝く笑顔、満足度１００％！ 

『危険回避能力』の育成に向けて 

４月１３日（月） １年生初めての給食 【メニュー】 
麦ごはん、チキンカレー、キャベツのクリーミーサラダ、
お祝いデザート、牛乳 



       

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

4月1５日（水）PTA総会を行いました。多くの会
員の皆様に参加をいただきましてありがとうござい
ました。各委員会の役員の方の選出も終了いたしまし
た。総会に続き PTA本部役員会も行われ、今年度の
新たな PTA活動がスタートしたところです。役員及
び学年専門委員の皆様には家庭と学校の結びつきが
より深まるような PTA活動の推進に向けて今後とも
ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

今年度も全ての子どもたちに 
確かな学力の保障を目指します！！ 

 

５月行事予定 学力向上＆学習支援の取組 

【算数専科３年～6年】 
 今年度も、算数の学力向上を目的として、教員が
１名増で配置されています。専門的知識を有する専
科教員の指導により、児童一人一人の理解度を高
め、丁寧かつ質の高い授業の提供に努めます。 
【時間講師】  
 月形町から「学力の向上」「個に応じたきめ細や
かな学習指導」を目的として時間講師３名が配置され
ており、全学年の国語・算数を中心に子どもたちの学
習支援を行っています。その教育効果については、保
護者の皆様からも高評価をいただいているところであ
り、今年度も校内体制を整えながら、基礎・基本の確
実な定着と発展的な学習を充実させるなど、学力向上
の取組をすすめていきます。 
【特別支援教育支援員】 
 月形町から「個別支援の充実」を目的として特別支
援教育支援員２名が配置されています。各学級への配
置は、特別支援教育コーディネーターが中心となって
計画しており、複数体制によりきめ細やかに支援に取
り組んでいます。 
 
専科教員や時間講師、支援員による授業の様子につ

いては、昨年度の参観日等でもご覧いただいたところ
です。今年度においても、ぜひ学校へお越しいただき、
保護者・地域の皆様よりご意見・ご示唆を賜りたいと
存じます。 

６月６日（土） 

運動会 

晴天祈願！ 

今年度も、本校の教育活動を、プライバシーに十分配慮し、より充実した情報を発信していけるように努めて参ります。つきましては、学校職員と児童の保護
者にのみ配付されるもの（学級・学年通信）や地域への回覧、学校評議員にも配付するもの（学校だより）については、特定された方への配付、回覧であるこ
とを踏まえ、画像を使用させていただくことがあります。あらかじめご了承ください。（画像の掲載を希望されない場合は、その旨を学級担任までお申し出くだ
さい。） 

写真画像の使用について 

近年、いじめや不登校の増加、自然災害や不審者事案な
ど、子どもたちの安全・安心を脅かす課題が多様化して
いることから、学校だけでなく、家庭や地域、関係機関と
連携しながら取り組むことが重要とされています。 
このたび、北海道教育庁より示された「子どもの学びと

命を守る安全・安心な学校づくり宣言」を踏まえ、本校で
は、子どもたちが安心して学ぶことができる環境づくり
を一層推進するため、重点取組を設定いたしました。 

自己決定の場を取り入れた主体的・協働的な学び
と、生徒指導の充実を通して、安心して学べる学校づ
くりを推進し、「学校が楽しい」と感じる児童を
100％にします。 

家庭・地域・関係機関と連携した安全教育と生活
習慣の確立を推進し、いじめの未然防止・早期対応
と危機管理体制の強化により、安全・安心な学校環
境の実現と自分の命を守る安全教育を徹底します。 

今後も、子どもたち一人一人の学びと命を守る学
校づくりに努めてまいりますので、引き続きご理解
とご協力をお願いいたします。 
なお、宣言の詳細につきましては、本日配付の別紙

をご覧ください。 

月形小学校の重点取組 


